
別紙｢教育研究センター｣ 

 

貝塚市教育研究センター 

施設維持管理業務仕様書 

 

１．消防用設備点検 

業務仕様 

消防法（昭和23年法律第186号）第17条の３の３に基づき、点検及び報告を行う。 

点検の期間は、機器点検は６月に１回、総合点検は１年に１回とする(消防法施行規

則の規定に基づき、消防用設備等又は特殊消防用設備等の種類及び点検内容に応じて

行う点検の期間、点検の方法並びに点検の結果についての報告書の様式を定める件

（平成16年消防庁告示第９号）)。 

点検の基準については、消防庁長官告示（昭和50年消防庁告示第14号）に示されて

いるとおりとする。 

点検日程の調整は、原則として点検の１か月前までに行う。 

点検時に発見した不良、異常、改善箇所等については、報告書に写真を添付のう

え、説明を行うこと。 

    契約期間中に、災害・事故又はその他の原因により消防用設備等に突発的な動作不

良が生じた場合は、昼夜を問わず、直ちに点検・調査及び試験をその都度行い、必要

に応じて応急措置を行ったうえ、修理方法の提案を委託者に行うこと。また、その都

度、調査日時や結果等を記載した「緊急時作業報告書」を提出すること。 

※消火栓ホースの耐圧試験費は別途見積り 

※連結送水管耐圧試験費は別途見積り 

※消防設備不良箇所等の改修工事については別途見積り 

 

２．自動ドア保守点検・・・年２回（６ヶ月ごとに１回） 

対象設備 

寺岡オート・ドアシステム製 ＳＯＶ－２００Ｋ ×１台 

ＳＯＶ－１６０Ｋ ×１台 

業務仕様 

①保守対象機械の範囲は次の通り。 

（1）駆動装置 （2）制御装置 （3）起動装置 （4）懸架装置 

②故障時に乙は技術員を速やかに派遣し、修理を行う。 

③定期点検時及び故障時の交換部品、分解修理は有償とする。 

④次の場合は有償となる。 

（1）甲の都合により行う工事又は改装等の為、設備の移設あるいは改修を行う時。 

（2）甲の依頼により契約対象外の機器を点検･修理･調整を実施した時。 

（3）甲又は第三者の不注意又は故意に機器を破損した時、又は機能を損ねた時の 

修理･調整。 

（4）甲以外の第三者が点検･調整･修理を行った後の修理･調整。 

⑤保守作業に必要な工具、油脂、ウエス、ビス、ボルト、ナット等は乙の負担とす 



る。 

⑥甲は管理担当を定め、常に安定した機能を発揮出来る様に心掛け、下レールの掃 

除、起動スイッチ、検知エリア、ドア開閉エリアに障害物を置かない様に注意す 

る。 

⑦修理の場合の出動費は別途協議とする。 

⑧定期点検の内容 

（1）駆動装置 

・ギヤーボックス    目視確認（異音、過熱、損傷のチェック）及び調整 

・モーター       目視確認（異音、過熱、損傷のチェック）及び調整 

・駆動、ガイドプーリー 目視確認（摩耗、損傷のチェック）及び調整 

・駆動、Ｖベルト    目視確認（摩耗、損傷のチェック）及び調整 

・クラッチ       目視確認（摩耗、損傷のチェック）及び調整 

（2）制御装置 

・本体         目視確認（損傷、異常過熱、接続コード等の損傷、 

接続コネクターのチェック） 

（3）起動、補助光電スイッチ 

・本体         目視点検（損傷のチェック）及び調整、検知エリア及 

び起動・安全信号の発信確認 

（4）扉、懸架装置 

・吊りレール      目視点検（損傷のチェック）及び取付けボルト等の増 

し締め及び調整 

・ハンガー       目視確認（損傷の有無、戸車転動面の摩耗、戸車フ 

ランジの摩耗チェック）及び転動時の円滑性の確認 

及び調整 

 

３．空調機保守点検、空調機清掃 

対象設備 

ダイキン工業製 室外機 ＲＳＹＪ３５５ＫＧ × ４台 

室外機 ＲＴＹＪ５６ＲＴＥ × １台 

室内機 ＦＨＹＣＪ     ×１２台 

点検項目 

①圧力測定 

②温度測定（冷媒・冷水） 

③絶縁抵抗測定 

④電流、電圧測定 

⑤ガス漏れ点検 

⑥運転音、振動等の点検 

⑦運転状態の良否判定 

⑧フィルター清掃・・・年２回 

 

４．機械警備業務 



業務仕様 

別添「警備計画書」のとおりとする。 

 

５．エレベーター保守点検・・・年１２回（月１回） 

対象設備 

 日本オーチス エレベーター株式会社 

乗用１１名乗 ７５０Ｋｇ ４５ｍ／ｍｉｎ ２停止 ×１基 

業務仕様 

点検詳細については別添「ＥＶ教育研究センター」のとおりとする。 

 

以上 











別添「ＥＶ教育研究センター」 

 

貝塚市教育研究センター昇降機保守点検業務仕様書 

 

＜昇降機仕様＞ 

・機種：ＭＰ－１１－ＣＯ４５ 

・昇降方式：ロープ式・機械室レス 

・用途：乗用 

・運転方式：方向性乗合方式 

・制御方式：周波数変換（ＶＦ）ＰＭギヤレス式 

・定員：11 人 

・定格積載量：750 ㎏ 

・定格速度：45m/min 

・停止階：１～２階（２箇所） 

・ドア開閉：セーフティーシュー（片側）、電動式カードア 

・連絡装置：同時通話式インターホン 

・かご内停電灯：自動充放電式 

・安全機能：故障時最寄階自動着床機能、停電時自動着床装置、地震時管制運転装置、定員超過防止

装置、定員超過灯、出入口防犯窓、光電式ドアセンサー、ドア開放スイッチ 

 

＜製造者及び設置年度＞ 

 ・日本オーチス・エレベータ株式会社 

  乗用 １台 ２００１年３月設置 

 

＜業務内容＞ 

・対象設備を常に正常且つ良好な運転状態に保つよう、契約に基づく作業を以下の通り実施する。 

（１） 点検・手入れ保全 

① ３ヶ月に１回、点検・手入れ保全作業を実施する。 

② 点検・手入れ保全を行なった時は、「作業報告書」を提出する。 

（２） 遠隔点検 

① 対象設備の運行状態を常時記録し、その記録を収集して、定期的に機器の状態を点検する。点

検する項目・内容は別表の通りとする。 

② 前項の点検対象の項目・内容について変調状態が生じた場合は、適切な処置をとる。 

③ 対象設備の運行状態のデータに基づく点検結果及び変調状態に対する処置の結果については、

毎月「遠隔点検報告書」にて報告する。また、変調発生後の処置の為に現場で作業を行った場

合は、その作業に応じて「作業報告書」を提出する。 

④ 遠隔監視装置の設置及び維持管理に係る一切の費用は、受託者の負担とする。 

（３） 異常監視 

① 対象設備について、次の異常が発生した時は、遠隔監視装置からの異常通報に基づき、適切な

処置をとる。 

（ア） 閉じ込め故障（イ）使用不能故障（運行に支障がある状態）（ウ）着床不良 

（エ）戸開閉不良 （オ）制御盤停電 （カ）遠隔監視装置停電 

（キ）制御関連機器温度異常 

② 対象設備について次の故障が発生した場合は、かご内通話装置により、同かご内の乗客と受託



者の緊急コールセンター受信専門員が直接通話し、必要な指示・連絡等にあたる。 

（ア） 閉じ込め故障 （イ）使用不能故障 

③ 異常報告が発せられた場合の処置の結果については、「遠隔点検報告書」にて報告する。また、

異常報告に基づく処置の為に現場で作業を行った場合は、その作業に応じて、「作業報告書」又

は「故障修理報告書」を提出する。 

（４） 消耗部品の供給 

① 作業に必要な部品のうち、消耗部品（通常の使用による摩耗・劣化により、補完・交換を頻繁

に行う小部品・油脂類等）を受託者の負担により供給する。 

（５） 機能維持部品の取替 

① 対象設備の機能維持を図る為、機器の摩耗・劣化を予測し、その予測に基づき必要と認めた場

合は、機器の構成部品の修理・取替を行う。 

② 前項の修理・取替工事が終了した時は、「工事完了届」を提出する。 

（６） 品質検査及び法令に基づく検査 

① １年に１回、対象設備の総合的な機能を確認する検査を行う。検査の結果については、「定期検

査報告書」を提出する。 

② 建築基準法第１２条に基づく法定検査を行う。 

（７） 緊急時の対応 

① 委託者から、対象設備について故障等の緊急事態が発生した旨の通報を受けた場合には、速や

かに、対象設備の運行状態を確認すると共に、事態に応じた適切な処置をとる。また、委託者

から連絡を受けて後、２４時間以内に故障を復旧する。 

② 受託者は、自社の緊急コールセンターにて２４時間３６５日、委託者からの緊急連絡を受信す

る。 

③ かご内に乗客が閉じ込められた場合、委託者またはかご内の乗客からの連絡を受けて後、１時

間以内に救出する。（天災地変・輸送機関の事故等受託者の責によらない場合を除く。） 

（８）その他 

   業務の実施は、本仕様書及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築保全業務共通仕様書（最

新版）に基づき行う。 



別紙｢総合体育館｣ 

 

総合体育館 

施設維持管理業務仕様書 

 

１．貯水槽清掃・・・年１回 

対象設備 

受水槽 ＦＲＰ製 １５．０㎥ × １基 

作業内容 

・水槽内の洗浄・消毒 

・Ｆ号ボールタップの作動テスト 

・本体の水漏れ、発錆、腐食、損傷の点検 

・付属機器の損傷の有無及び、作動点検 

・水槽廻りの簡易清掃 

 

２．電気設備保守点検 

電気設備の技術基準を維持する。 

対象設備 

受電容量 １，０００ＫＶＡ 予備発電装置 ８０ＫＶＡ 

業務内容 

①月次点検（隔月点検） 

・電気工作物運転中の電気設備個々の機器本体及び配線などについて、温度測定・ 

目視・触手等を原則とした五感による外観点検を行う。また、漏電監視装置を設 

置し、常時監視センターにて漏電の有無の状況監視を行う。 

②年次点検（保安規定に基づく周期） 

・電力会社と自家用電気工作物との責任分界となる開閉器を開放して電気設備を停 

止し、目視による外観点検と、触手などの五感による観察点検及び測定器具を用 

いての絶縁抵抗試験、接地抵抗試験、その他の機能試験を実施する。 

③臨時点検（随時） 

・事故発生時の指導、事故原因調査の協力、再発防止処置の指導、電気関係報告書 

規則に基づく電気事故報告書の作成指導及び手続指導。 

・事故及び異常発生時の点検対応 

・季節的条件に対処するための点検（梅雨期、雷の多発期、台風期） 

④受変電機器周辺清掃 （年次点検実施時） 

⑤工事に伴う点検・申請手続き等（別途費用） 

 

３．消防用設備点検 

業務仕様 

消防法（昭和23年法律第186号）第17条の３の３に基づき、点検及び報告を行う。 

点検の期間は、機器点検は６月に１回、総合点検は１年に１回とする(消防法施行規

則の規定に基づき、消防用設備等又は特殊消防用設備等の種類及び点検内容に応じて



行う点検の期間、点検の方法並びに点検の結果についての報告書の様式を定める件

（平成16年消防庁告示第９号）)。 

点検の基準については、消防庁長官告示（昭和50年消防庁告示第14号）に示されて

いるとおりとする。 

点検日程の調整は、原則として点検の１か月前までに行う。 

点検時に発見した不良、異常、改善箇所等については、報告書に写真を添付のう

え、説明を行うこと。 

    契約期間中に、災害・事故又はその他の原因により消防用設備等に突発的な動作不

良が生じた場合は、昼夜を問わず、直ちに点検・調査及び試験をその都度行い、必要

に応じて応急措置を行ったうえ、修理方法の提案を委託者に行うこと。また、その都

度、調査日時や結果等を記載した「緊急時作業報告書」を提出すること。 

※消火栓ホースの耐圧試験費は別途見積り 

※連結送水管耐圧試験費は別途見積り 

※消防設備不良箇所等の改修工事については別途見積り 

 

４．エレベーター保守点検・・・年１２回（月１回） 

対象設備 

東芝製 乗用 １５名乗 ４５ｍ／ｍｉｎ ３停止 ×１基 

業務仕様 

点検詳細については別添「東芝メンテナンス（ＦＭ）仕様書」のとおりとする。 

 

５．自動ドア保守点検・・・年２回（６ヶ月ごとに１回） 

対象設備 

寺岡オート・ドアシステム製 ＳＯＶ１５０Ｋ ×１台 

業務仕様 

①保守対象機械の範囲は次の通り。 

（1）駆動装置 （2）制御装置 （3）起動装置 （4）懸架装置 

②故障時に乙は技術員を速やかに派遣し、修理を行う。 

③定期点検時及び故障時の交換部品、分解修理は有償とする。 

④次の場合は有償となる。 

（1）甲の都合により行う工事又は改装等の為、設備の移設あるいは改修を行う時。 

（2）甲の依頼により契約対象外の機器を点検･修理･調整を実施した時。 

（3）甲又は第三者の不注意又は故意に機器を破損した時、又は機能を損ねた時の 

修理･調整。 

（4）甲以外の第三者が点検･調整･修理を行った後の修理･調整。 

⑤保守作業に必要な工具、油脂、ウエス、ビス、ボルト、ナット等は乙の負担とす 

る。 

⑥甲は管理担当を定め、常に安定した機能を発揮出来る様に心掛け、下レールの掃 

除、起動スイッチ、検知エリア、ドア開閉エリアに障害物を置かない様に注意す 

る。 

⑦修理の場合の出動費は別途協議とする。 



⑧定期点検の内容 

（1）駆動装置 

・ギヤーボックス    目視確認（異音、過熱、損傷のチェック）及び調整 

・モーター       目視確認（異音、過熱、損傷のチェック）及び調整 

・駆動、ガイドプーリー 目視確認（摩耗、損傷のチェック）及び調整 

・駆動、Ｖベルト    目視確認（摩耗、損傷のチェック）及び調整 

・クラッチ       目視確認（摩耗、損傷のチェック）及び調整 

（2）制御装置 

・本体         目視確認（損傷、異常過熱、接続コード等の損傷、 

接続コネクターのチェック） 

（3）起動、補助光電スイッチ 

・本体         目視点検（損傷のチェック）及び調整、検知エリア及 

び起動・安全信号の発信確認 

（4）扉、懸架装置 

・吊りレール      目視点検（損傷のチェック）及び取付けボルト等の増 

し締め及び調整 

・ハンガー       目視確認（損傷の有無、戸車転動面の摩耗、戸車フ 

ランジの摩耗チェック）及び転動時の円滑性の確認 

及び調整 

 

６．空調機清掃 ・・・年１回 

空調機データ測定・・・年１回 

フィルター清掃 ・・・年２回 

業務仕様 

別添「パッケージエアコン保守点検」及び、別添「空調機分解洗浄（室内機）」の 

とおりとする。 

 

７．水質検査 

業務仕様 

①簡易項目 １１項目・・・年１回 

・一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イオ 

ン、有機物（全有機炭素（TOC）の量)、pH 値、味、臭気、色度、濁度 

②簡易専用水道検査・・・年１回 

・水槽周囲の状態確認、貯水槽本体の漏水・外面の発錆・腐食・損傷の点検、付 

属機器の損傷の有無及び作動点検、貯水槽清掃報告書・飲料水水質検査結果報 

告書・簡易専用水道開始届等書類検査、遊離残留塩素・色度・濁度・臭気・味 

の５項目を検査 

 

８．建築設備定期検査・・・年１回 

対象法令 

建築基準法第12条第２項及び第４項により、国、都道府県又は建築主事を置く市 



町村の建築物の管理者である国の機関の長等は、当該建築物の敷地および構造等 

について、定期に、一級建築士、特殊建築物等調査資格者等に、損傷、腐食その 

他の劣化の状況の点検が義務づけられています。 

 

対象設備 

①換気設備（機械換気･空調設備） 

法第28条第２項及び第３項に係る換気設備。 

②排煙設備 

法第35条による排煙設備のうち排煙機を有するもの。 

③非常用照明装置 

法第35条による非常用の照明装置に限る。 

 

９．防火設備定期点検・・・年１回 

建築基準法第12条の防火設備定期検査及び報告 

防火設備定期検査の基準、期間及び結果報告は建築基準法に基づき実施する。 

点検日程の調整は、原則として点検の１か月前までに行う。 

報告書は、原則として点検後１か月以内に提出する。 

点検時に発見した不良、異常、改善箇所等については、報告書に写真を添付のうえ、

説明を行うこと。 

契約期間中に、災害・事故又はその他の原因により防火設備に突発的な動作不良が生

じた場合は、昼夜を問わず、直ちに点検・調査及び試験をその都度行い、必要に応じて

応急措置を行ったうえ、修理方法の提案を委託者に行うこと。また、その都度、調査日

時や結果等を記載した「緊急時作業報告書」を提出すること。 

 

対象設備 

① 防火扉 

② 防火シャッター 

③ 耐火クロススクリーン 

④ドレンチャー 

 

以上 



















別紙｢ふれあい運動広場｣ 

 

ふれあい運動広場 

施設維持管理業務仕様書 

 

１．電気設備保守点検 

電気設備の技術基準を維持する。 

対象設備 

受電容量 ２３０ＫＶＡ 

業務内容 

①月次点検・・・年６回（隔月） 

・電気工作物運転中の電気設備個々の機器本体及び配線などについて、温度測定・ 

目視・触手等を原則とした五感による外観点検を行う。 

なお、漏電監視装置を設置し、点検の無い月においても、常時監視センターにて漏 

電の有無の状況監視を行う。 

②年次点検・・・保安規程に基づく周期 

・電力会社と自家用電気工作物との責任分界となる開閉器を開放して電気設備を停 

止し、目視による外観点検と、触手などの五感による観察点検及び測定器具を用 

いての絶縁抵抗試験、接地抵抗試験、その他の機能試験を実施する。 

③臨時点検・・・随時 

・事故発生時の指導、事故原因調査の協力、再発防止処置の指導、電気関係報告規則 

に基づく電気事故報告書の作成指導及び手続指導。 

・事故及び異常発生時の点検対応 

・季節的条件に対処するための点検（梅雨期、雷の多発期、台風期） 

④受変電機器周辺清掃・・・年次点検実施時 

⑤工事に伴う点検・申請手続き等（別途費用） 

 

以上 



別紙｢図書館｣ 

 

図書館 

施設維持管理業務仕様書 

 

１．貯水槽清掃・・・年１回 

対象設備 

受水槽 ＦＲＰ製 ９．０㎥ × １基 

作業内容 

・水槽内の洗浄・消毒 

・Ｆ号ボールタップの作動テスト 

・本体の水漏れ、発錆、腐食、損傷の点検 

・付属機器の損傷の有無及び、作動点検 

・水槽廻りの簡易清掃 

 

２．電気設備保守点検 

電気設備の技術基準を維持する。 

対象設備 

受電容量 ２７５ＫＶＡ 

業務内容 

①月次点検・・・年６回（隔月） 

・電気工作物運転中の電気設備個々の機器本体及び配線などについて、温度測定・ 

目視・触手等を原則とした五感による外観点検を行う。 

なお、漏電監視装置を設置し、点検の無い月においても、常時監視センターにて漏 

電の有無の状況監視を行う。 

②年次点検・・・保安規程に基づく周期 

・電力会社と自家用電気工作物との責任分界となる開閉器を開放して電気設備を停 

止し、目視による外観点検と、触手などの五感による観察点検及び測定器具を用 

いての絶縁抵抗試験、接地抵抗試験、その他の機能試験を実施する。 

③臨時点検・・・随時 

・事故発生時の指導、事故原因調査の協力、再発防止処置の指導、電気関係報告規則 

に基づく電気事故報告書の作成指導及び手続指導。 

・事故及び異常発生時の点検対応 

・季節的条件に対処するための点検（梅雨期、雷の多発期、台風期） 

④受変電機器周辺清掃・・・年次点検実施時 

⑤工事に伴う点検・申請手続き等（別途費用） 

 

３．消防用設備点検 

業務仕様 

消防法（昭和23年法律第186号）第17条の３の３に基づき、点検及び報告を行う。 

点検の期間は、機器点検は６月に１回、総合点検は１年に１回とする(消防法施行規



則の規定に基づき、消防用設備等又は特殊消防用設備等の種類及び点検内容に応じて

行う点検の期間、点検の方法並びに点検の結果についての報告書の様式を定める件

（平成16年消防庁告示第９号）)。 

点検の基準については、消防庁長官告示（昭和50年消防庁告示第14号）に示されて

いるとおりとする。 

点検日程の調整は、原則として点検の１か月前までに行う。 

点検時に発見した不良、異常、改善箇所等については、報告書に写真を添付のう

え、説明を行うこと。 

契約期間中に、災害・事故又はその他の原因により消防用設備等に突発的な動作不

良が生じた場合は、昼夜を問わず、直ちに点検・調査及び試験をその都度行い、必要

に応じて応急措置を行ったうえ、修理方法の提案を委託者に行うこと。また、その都

度、調査日時や結果等を記載した「緊急時作業報告書」を提出すること。 

※消火栓ホースの耐圧試験費は別途見積り 

※連結送水管耐圧試験費は別途見積り 

※消防設備不良箇所等の改修工事については別途見積り 

 

４．エレベーター保守点検・・・年１２回（月１回） 

対象設備 

三菱製 乗用１３名乗 ９００Ｋｇ ４５ｍ／ｍｉｎ ３停止 ×１基 

業務仕様 

三菱メンテナンス契約に基づくフルメンテナンス点検。 

点検詳細については別添「ＥＶ図書館」のとおりとする。 

但し、供給停止部品である制御盤の主要構成部品（制御回路用継電器）が供給停止時

以降、安全に運転するために部品交換が必要な場合、ＥＶ保守フルメンテナンス契約

を終了とする。 

※対象昇降機設備の契約終了月の保守料金は、本契約の終了日で日割り清算 

※令和６年度に改修工事を予定 

 

５．自動ドア保守点検・・・年２回（６ヶ月ごとに１回） 

対象設備 

ナブコドア製 ＤＳ７５ ×２台 

業務仕様 

①保守対象機械の範囲は次の通り。 

（1）駆動装置 （2）制御装置 （3）起動装置 （4）懸架装置 

②故障時に乙は技術員を速やかに派遣し、修理を行う。 

③定期点検時及び故障時の交換部品、分解修理は有償とする。 

④次の場合は有償となる。 

（1）甲の都合により行う工事又は改装等の為、設備の移設あるいは改修を行う時。 

（2）甲の依頼により契約対象外の機器を点検･修理･調整を実施した時。 

（3）甲又は第三者の不注意又は故意に機器を破損した時、又は機能を損ねた時の 

修理･調整。 



（4）甲以外の第三者が点検･調整･修理を行った後の修理･調整。 

⑤保守作業に必要な工具、油脂、ウエス、ビス、ボルト、ナット等は乙の負担とす 

る。 

⑥甲は管理担当を定め、常に安定した機能を発揮出来る様に心掛け、下レールの掃 

除、起動スイッチ、検知エリア、ドア開閉エリアに障害物を置かない様に注意す 

る。 

⑦修理の場合の出動費は別途協議とする。 

⑧定期点検の内容 

（1）駆動装置 

・ギヤーボックス    目視確認（異音、過熱、損傷のチェック）及び調整 

・モーター       目視確認（異音、過熱、損傷のチェック）及び調整 

・駆動、ガイドプーリー 目視確認（摩耗、損傷のチェック）及び調整 

・駆動、Ｖベルト    目視確認（摩耗、損傷のチェック）及び調整 

・クラッチ       目視確認（摩耗、損傷のチェック）及び調整 

（2）制御装置 

・本体         目視確認（損傷、異常過熱、接続コード等の損傷、 

接続コネクターのチェック） 

（3）起動、補助光電スイッチ 

・本体         目視点検（損傷のチェック）及び調整、検知エリア及 

び起動・安全信号の発信確認 

（4）扉、懸架装置 

・吊りレール      目視点検（損傷のチェック）及び取付けボルト等の増 

し締め及び調整 

・ハンガー       目視確認（損傷の有無、戸車転動面の摩耗、戸車フ 

ランジの摩耗チェック）及び転動時の円滑性の確認 

及び調整 

    ※令和７年度に改修工事を予定 

 

６．空調機保守点検（フィルター清掃含む）・・・年２回 

対象設備 

ヒートポンプチラー      × ２基 

冷温水ポンプ       × ２台 

エアーハンドリングユニット  × ４基 

パッケージエアコン          × ５基 

ルームエアコン              × ４台 

ファンコイル                ×２０台 

ロスナイ                    × ７台 

業務仕様 

①ヒートポンプチラー 

・冷暖房切替作業 

・基礎、固定部      亀裂、沈下等の有無 



固定金具の劣化及び固定ボルトの弛みの有無 

防寝材、ストッパー等の劣化及び緩みの有無 

・外観の点検 

本体 腐食、変形、破損の有無 

保冷材 損傷及び脱落の有無 

・熱交換器        フィンコイルの汚れ、損傷等の有無 

・温度計、圧力計     正常値を指示していることを確認 

取付け部等の漏れの有無 

汚れ及び損傷の有無 

・電気系統 

操作、動力回路   絶縁抵抗を測定し、良否を確認する 

 

端子 緩み、変色及び破損の有無 

・操作盤         盤内の汚れ、異物の付着、緩み及び変形の有無 

・電磁開閉器       異常音及び劣化の有無 

・接地                  断線及び緩みの有無 

・冷媒系統              ガス漏れの有無 

配管の損傷、接触、摩耗、腐食等の有無 

※通常目視にて確認できる部分に限る 

・運転調整 

音、振動       運転時における主電源電圧の変動が、規定値内にある 

ことの確認 

冷媒ガス       高圧側及び低圧側の圧力、温度等の冷媒ガスの状態を把

握するために必要な計測を行い、その値が許容範囲内に 

あることの確認 

・熱交換状況       冷媒、冷却水及び冷水の温度等を点検し、熱交換状況が 

正常であることの確認 

・自動制御        温度、圧力、容量及びタイマー制御が設定値で作動する 

ことの確認 

 

②冷温水ポンプ 

・基礎、固定部      固定金具の劣化及び固定ボルトの弛みの有無 

防寝材、ストッパー等の劣化及び緩みの有無 

・外観の状況       腐食、損傷及び漏洩の有無 

軸継手ゴムの損傷等の有無 

ポンプの吸込圧力及び吐出し圧力が許容範囲内にある 

ことの確認 

軸封の漏水状態の確認 

接地状況の確認 

・電動機         電動機が外部より調査できる場合は、発熱の異常の有無 

回転方向が正しいことの確認 



絶縁抵抗を測定し、その良否の確認 

運転電流が定格値以下であることの確認 

 

③エアーハンドリングユニット 

・基礎、固定部      亀裂、沈下等の有無 

固定金具の劣化及び固定ボルトの弛みの有無 

防寝材、ストッパー等の劣化及び緩みの有無 

・外部の状況 

本体         設置の状況及び劣化・損傷の状況 

腐食、変形、破損等の有無 

保温材、吸音材    損傷及び脱落の有無 

・送風機 

羽根車        汚れ、さび、腐食等の確認 

回転バランスの良否 

シャフト       汚れ、さび、腐食等の確認 

ベルト        緩み、摩耗、損傷等の有無 

プーリー       摩耗等の有無 

軸受         異常音、異常振動等の有無 

給油の状態確認 

カップリング     摩耗、損傷等の有無 

電動機        絶縁抵抗を測定し、良否の確認 

回転方向が正しいことの確認 

表面温度の異常の有無 

電流が定格値内であることの確認 

・熱交換器        冷温水コイル、上記コイル等の汚損、腐食、損傷等 

の有無 

・加湿器         加湿ノズルの詰りの有無及び清掃 

作動の良否 

汚れ、損傷等の有無 

加湿状態点検用ランプが点灯していることの確認 

・エリミネーター     詰り、腐食等の有無 

・水系統 

加湿用給水      給水止弁の開閉点検 

漏れ及び汚れのないことの確認 

ドレンパン      汚れ、さび、腐食等の有無及び清掃 

ドレン排水      本体のドレン排水確認及び詰りのないことの確認 

・エアフィルター 

ろ材         詰り、損傷等の有無及び清掃 

枠           変形、腐食等の確認 

・運転調整        運転の状況確認 

運転時における電圧変動が規定値以下であることの 



確認 

運転電流が定格以下であることの確認 

インバーター設置の場合は、単体運転にて電圧及び 

電流値のバランス確認を行う 

 

④パッケージエアコン 

・冷暖房切替作業 

・基礎、固定部          亀裂、沈下等の有無 

固定金具の劣化及び固定ボルトの弛みの有無 

防寝材、ストッパー等の劣化及び緩みの有無 

・外観の状況       腐食、変形、破損等の有無 

・水系統 

加湿用給水      弁の開閉確認 

漏れ及び汚れのないことを確認 

ドレンパン      汚れ、さび、腐食等の有無 

ドレン排水      本体のドレン排水確認を行い、支障のないことを確認 

する 

・電気系統 

操作、動力回路    絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する 

端子         緩み及び変色の有無 

操作盤        盤内の汚れ、異物の付着、緩み及び変形の有無 

・送風機(室外機含む) 

Ｖベルト       緩み、亀裂、摩耗等の有無 

軸受         異常音、異常振動等の有無 

羽根車        汚れ、損傷等の有無 

電動機        回転方向が正しいことを確認 

・エアフィルター 

ろ材         詰り、損傷等の有無及び清掃 

枠          変形、腐食等の有無 

・冷媒系統        ガス漏れの有無 

配管の損傷等の有無 

※通常目視にて確認できる部分に限る 

・熱交換器        フィンコイル及び凝縮器の汚れ、損傷等の有無及び清掃 

・加湿器         作動の確認 

汚れ、損傷等の有無 

・自動制御機器      温度調整器、圧力制御及び容量制御が設定値で作動する 

ことの確認 

・運転調整 

音、振動       異常のないことの確認 

電源電圧       供給電源電圧に以上のないことの確認 

運転時における電圧変動が規定値内にあることの確認 



運転電流       主電流及び圧縮機電流が定格以下にあることの確認 

送風機及び加湿器の電流に異常がないことの確認 

・熱交換状況       冷媒、室外機及び室内機の吹出し空気温度を点検し、 

熱交換状況が正常であることの確認 

 

⑤ルームエアコン 

・エアフィルター 

ろ材         詰り、損傷等の有無及び清掃 

枠          変形、腐食等の確認 

・運転調整              運転の状況確認 

運転時における電圧変動が規定値以下であることの 

確認 

運転電流が定格以下であることの確認 

⑥ファンコイル 

・外観の状況 

本体         腐食、変形、破損の有無 

固定金具、固定ボルトの緩み、変形、腐食等の有無 

保温材、吸音材    損傷及び脱落の有無 

吹出し口       汚れ、破損等の有無 

・送風機 

羽根車        汚れ及びさび、腐食、変形等の有無 

回転バランスの良否 

電動機 異常音、異常振動等の有無 

絶縁抵抗を測定し、良否の確認 

回転がスムーズであることの確認 

・熱交換器        冷温水コイルの破損及び腐食の有無 

フィンの汚れ及び目詰りの有無 

・排水系統 

ドレンパン      汚れ、さび、腐食等の有無 

ドレン排水      本体のドレン排水確認を行い、詰りのないことを 

確認 

・エアフィルター 

ろ材         詰り、損傷等の有無及び清掃 

枠          変形、腐食等の確認 

・電装部品 

電気配線       損傷、過熱等の有無 

接続端子            端子接続の緩みの有無 

操作スイッチ        損傷、破損等の有無 

表示灯の点灯状態 

風量切替等の作動の確認 

 



⑦ロスナイ 

・固定部         亀裂、沈下等の有無 

固定金具の劣化及び固定ボルトの緩みの有無 

・外観の状況       さび、腐食、変形、破損等の有無 

・フィルター      詰り、損傷等の有無及び清掃 

・熱交換エレメント    詰り、損傷等の有無 

・送風機         異常音、異常振動等の有無 

７．害虫駆除・・・年２回 

施工対象 

・ネズミ 

・チャバネゴキブリ 

・チョーバエ 

・チカイエカ 

業務仕様 

・対象種別 ： 害虫･鼠の種類 

・生息状況 ： 出没箇所･侵入箇所･生息箇所・被害程度・被害物 

・環境状況 ： 建物構造･備品の配置状況・隣接の建物との関係 

施工方法 

・残留噴霧 ： ハンドスプレーヤーにて薬剤を噴霧 

・捕獲処理 ： 潜伏場所・通路に粘着シートを配置し捕獲 

・毒餌処理 ： 通路や物陰に配置し経口投与による食毒死 

施工箇所 

①各階トイレ 

②各階給湯室 

③各機械室 

 

８．水質検査 

業務仕様 

①簡易項目 １１項目・・・年２回 

・一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イオ 

ン、有機物（全有機炭素（TOC）の量)、pH 値、味、臭気、色度、濁度 

②重金属等 ５項目・・・年１回 

・鉛及びその化合物、亜鉛及びその化合物、鉄及びその化合物 、銅及びその化 

合物、蒸発残留物 

③消毒副生成物 １２項目（６月１日～９月３０日） ・・・年１回 

・シアン化物イオン及び塩化シアン、クロロ酢酸、クロロホルム、ジクロロ酢酸、 

ジブロモクロロメタン、臭素、酸、総トリハロメタン（クロロホルム、ジブロ 

モクロロメタロン、ブロモジクロロメタン及びブロモホルムのそれぞれの濃度 

の総和）、トリクロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、ホルムアル 

デヒド、塩素酸 

④簡易専用水道検査・・・年１回 



・水槽周囲の状態確認、貯水槽本体の漏水・外面の発錆・腐食・損傷の点検、付 

属機器の損傷の有無及び作動点検、貯水槽清掃報告書・飲料水水質検査結果報 

告書・簡易専用水道開始届等書類検査、遊離残留塩素・色度・濁度・臭気・味 

の５項目を検査 

 

９．建築設備定期検査・・・年１回 

対象法令 

建築基準法第12条第２項及び第４項により、国、都道府県又は建築主事を置く市 

町村の建築物の管理者である国の機関の長等は、当該建築物の敷地および構造等 

について、定期に、一級建築士、特殊建築物等調査資格者等に、損傷、腐食その 

他の劣化の状況の点検が義務づけられています。 

対象設備 

①換気設備(機械換気･空調設備) 

法第28条第２項及び第３項に係る換気設備。 

②排煙設備 

法第35条による排煙設備のうち排煙機を有するもの。 

③非常用照明装置 

法第35条による非常用の照明装置に限る。 

 

１０．防火設備定期点検・・・年１回 

建築基準法第12条の防火設備定期検査及び報告 

防火設備定期検査の基準、期間及び結果報告は建築基準法に基づき実施する。 

点検日程の調整は、原則として点検の１か月前までに行う。 

報告書は、原則として点検後１か月以内に提出する。 

点検時に発見した不良、異常、改善箇所等については、報告書に写真を添付のうえ、

説明を行うこと。 

契約期間中に、災害・事故又はその他の原因により防火設備に突発的な動作不良が生

じた場合は、昼夜を問わず、直ちに点検・調査及び試験をその都度行い、必要に応じて

応急措置を行ったうえ、修理方法の提案を委託者に行うこと。また、その都度、調査日

時や結果等を記載した「緊急時作業報告書」を提出すること。 

対象設備 

① 防火扉 

② 防火シャッター 

③ 耐火クロススクリーン 

④ドレンチャー 

 

以上 




















